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   A rare case of condyloma acuminatum of the urethral meatus in a male child is re-
ported. The patient was five years old and developed a warty mass on the glans penis. He 
underwent successful resection with a Nd-YAG laser. Excised specimen showed typical 
characteristics of condyloma  acuminatum on histology. Although the disease is thought to 
develop by a contact infection of human papilloma virus (HPV), the present case had no 
history suggesting this pathogenesis. At 4 months after operation, no disease recurrence was 
seen. A short review of the disease found in younger persons is  also presented. 
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を施行されたが,1ヵ 月後 同一部位に,再 発を 認め
た.同 年4月12日,当科外来を受診した.なお,経 過
中に,排 尿痛,排 尿障害,尿 線異常などには,気付か
なかった.








検査成績 『血液一般,肝 機能,腎 機能などの血液生
化学的検査,胸 部X線 写真,心 電図に,異 常は認めな








































mm,2時 間 値16mmで あ った.血 清 梅 毒 反 応,
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が,排 尿にまった く支障はなかった.3日 目に退院し
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Table1.本 邦 報 告 例





















































































































尖圭 コ ンジ ローマ は,ヒ ト乳 頭 腫 ビー ル ス(Human
papillomavirus,HPV)の直 接 感 染 に よ り,発 生 す
るとされ てい る,そ の契 機 と して,性 行 為 が 重視 され
てお り,STD(Sexualtransmitteddisease)のひ
とつに あげ られ て い る1),
20歳代 か ら40歳代 の成 人 に 多 くみ られ,こ れ ら成 人
例につ い ては,多 くの報 告 が み られ るが,今 回わ れ わ
れ が経 験 した よ うな小 児 例 は まれ で あ り,本 邦 に お い
て 自験 例 を ふ くめ て16例,英 文 文 献 に お い て26例を数
え るのみ であ る(Table12""8),29-'23)).
性差,年 齢に つ い てみ てみ る と,日 本 で は 男 子14例
(88%)女子2例(12%).平 均 年 齢5.1歳で あ り,い ち
じる し く男子 に 多 い傾 向が み られ た.こ れ に 対 し,欧
米 では,男 子9例(35%)女 子15例(58%)平 均 年 齢
5.7歳と,と くに 性 差 は み られ な か った(Table3).
受 診 の 主訴 は,そ のほ とん どが,腫 瘤 で あ り,そ れ
以外 の主 訴 と しては,排 尿 障 害,不 正 性 器 出 血 が あ る
が,こ れ らは,腫 瘤 の発 生 した 部 位 の特 異 性 に よ る と
思わ れ る,尖 圭 コ ンジ ロー マ の5%に,こ の よ うな 尿
道 内へ の 侵襲 を示 し,排 尿 困難 な ど の症 状 を 呈 す る こ
とが あ る といわ れ て い る1).
今 回,わ れ わ れ が 経 験 した よ うな外 尿 道 口に 発 生 し
た もの は,日 本 で2例(14%),と もに 男 子 で あ り,
欧 米 で6例(23%),男 子5例,女 子1例 であ る.た
だ,文 献 中 の記 載 が亀 頭,periurcthralregionとな
って い る症例6・22)もあ り,こ れ らの 症例 に お い ては,
外 尿 道 口 との 関 係に つ い て詳 細 は 不 明 で あ る.男 子 尿
道 に み られ る腫 瘤 と い う点 か らみ る と,そ の30%が尖
圭 コ ン ジ ロ ーマ で あ る とい わ れ て お り,そ の好 発 部 位
は,外 尿 道 口か ら舟 状 窩 で あ る と され て い る24).われ
わ れ の経 験 した症 例 は,小 児 例 な が ら これ らの こ とと
符 号 す る と思 わ れ る(Table4).
尖 圭 コ ン ジ ロー マ の診 断 に さい して は,視 診 が まず
第1と な る が,臨床 的 に 他 の良 性 腫瘤,た とえば 扁 平 コ
ンジ ローマ,お よび癌,と くに 扁 平 上皮 癌 と鑑 別 しな
けれ ば な らな い.し か しな が ら,米 粒大 か ら小 豆 大 の,
鶏 冠 状,乳 頭 状,イ チ ゴ実 状 の外 観 を 呈す る.や わ ら
か くて,薄 黄 色 か ら鮮 紅 色 を 呈す る 腫瘤 とい った 特 徴
を つ か め ば,さ ほ ど診 断 に 困 難 は な い.た だ,尖 圭 コ
ンジ ローマ か ら悪性 化 す る こ と もあ り,組 織 的 検 索 は
必 要 と思 わ れ る.成 人 例 の悪 性 化 に つ い て は,報 告 が
あ る1)が,今ま で の と こ ろ,日本 に お い て も,欧 米 に お
い て も,小 児 例 で の悪 性 化 の報 告 は み られ て い な い.
前 述 した ご と く,尖 圭 コ ンジ ロー マは,HPVの 感
染 が 原 因 と考 え られ て い るが,性 行 為 が証 明 され た の
は,欧 米 で の1例 匿8)のみ であ り,そ の他,直 接 感 染 が
考 え られ るの は,Table2No.20の 症 例20)の産 道 感
染 のみ であ る.ま た直 接 感 染 では な い が,家 族 内発 生
がみ られ た のは 日本 で5例5・6),欧米 で6例14・t5・18・20"
22)であ った .
男 子 尿 道 コ ン ジ ロー マ の組 織 中 に,HPV抗 原 陽 性
の も のが,約60%あ る とい う報 告24)もあ り,HPVの
関与 は充 分 に 考 え られ るが,発 生 に 関 して さらに,生
体 側 の なん らか の 条件,た と えば,真 性 包 茎 に よ く起
1486 泌尿紀要 31巻8号 1985年
Table2.Rcportedcases inEnglishlitcrature





















































































































































































































































































































小児 の外 尿 道 口に 発 生 し(Nd-YAGlaserに よる
切 除に よ って 完 治 した と思 わ れ る尖 圭 コ ンジ ロー マの
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